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国内の最終処分場の
システムに関する研究

NPO・LSCS研究協会平成22年度研究成果発表会 平成２３年５月３１日

システム研究グループ
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①循環型社会形成に相応しい最終処分場システムのコンセプトに①循環型社会形成に相応しい最終処分場システムのコンセプトに ついての検討ついての検討

②保管・資源化に関するシステムについての技術項目の整理と技術シートの作成②保管・資源化に関するシステムについての技術項目の整理と技術シートの作成

③自然ｴﾈﾙｷﾞｰの利用､省ｴﾈﾙｷﾞｰ③自然ｴﾈﾙｷﾞｰの利用､省ｴﾈﾙｷﾞｰ ､ｴﾈﾙｷﾞｰ回収に関しての技術項目の整理と技､ｴﾈﾙｷﾞｰ回収に関しての技術項目の整理と技
術シートの作成術シートの作成

④環境保全および地域還元に関する技術項目の整理と技術シートの作成④環境保全および地域還元に関する技術項目の整理と技術シートの作成

研 究 の目的と 内 容

循環型社会形成過程にある国内の廃棄物処理の現状をレビューし、３循環型社会形成過程にある国内の廃棄物処理の現状をレビューし、３RR、、
地域環境、地球環境の視点から、循環型社会に相応しい最終処分場に地域環境、地球環境の視点から、循環型社会に相応しい最終処分場に
求められるシステムについて研究する。求められるシステムについて研究する。

 進め方進め方

現状の整理
課題の抽出

国内の廃棄物処理
の現状をレビュー

コンセプトおよび計画等に
必要な技術項目の整理

 目的目的

 分担分担

（今年は２年計画の２年目）

NPO・LSCS研究協会平成22年度研究成果発表会 2011.5.31
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１．循環型社会形成に相応しい最終処分場
システムのコンセプトについて

●廃棄物の流れから見た最終処分

・中間処理不適物や中間処理における残渣は必ず残り、最小限の最終処分場は必要 。
・将来的に環境への負荷が小さく、子孫に負の遺産を残さない機能の付加が求められる。
・生産システムにフィードバックする循環の輪の一部を担う資源ごみ等のストック基地的な
役割を果たす機能が求められる。

生産システムへの
フィードバック

NPO・LSCS研究協会平成22年度研究成果発表会 2011.5.31

廃棄物フローと最終処分の関係 廃棄物処理の体系
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持続可能な社会の構築へ

●最終処分場のシステムに必要とされる機能

循環型社会の形成に加え、低炭素社会、自然共生社会の形成といった

観点からの機能の拡大が求められる。

最終処分場の機能拡大

自然共生社会

低炭素社会 循環型社会

NPO・LSCS研究協会平成22年度研究成果発表会 2011.5.31

★循環型社会形成の観点からは ⇒ 保管・資源化機能の付加
★低炭素社会形成の観点からは ⇒ エネルギー利用機能の付加
★自然共生社会形成の観点からは⇒ 環境保全･地域還元機能の付加
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２．持続可能社会に適応した機能について

１）循環型社会に適応した機能
最終処分場の持つ保管・資源化機能を利用した資源循環の輪の一端を 担う取り組み

２）低炭素社会に適応した機能
省エネルギー、自然エネルギーの利用による温室効果ガス削減への取り組み

３）自然共生社会に適応した機能
自然共生社会形成に向け、環境保全機能や地域還元機能を有した最終処分場の位置付けや構想

NPO・LSCS研究協会平成22年度研究成果発表会 2011.5.31

機能の拡大 大分類

再生品利用 建設工事、維持管理

保管・資源化 システム

既存処分場の利用 延命化

機能の拡大 大分類

環境保全 早期安定化、立地

地域還元 地域貢献、跡地利用、野生生物保護・保全

機能の拡大 大分類

省エネルギー 雨水浸出水処理、埋立重機等、省エネ設備

自然エネルギー 屋上、跡地、浸出水等、埋立物からの回収
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３．技術項目の整理について

機能別に中分類（項目）で関連技術を整理 技術シートを作成

大分類 中分類（項目）

建設工事 1-01グリーン購入・グリーン調達

維持管理 1-02グリーン購入・グリーン調達

資源化保管 システム 1-03未来型処分場・1-04保管型クローズドシステム・1-05資源保管型埋立システム

資源化 システム 1-06埋立廃棄物資源化システム・1-07副生塩リサイクルシステム・1-08ＲＬｼｽﾃﾑ(Recyclable Landfill System）

1-09埋立てごみの再処理・

1-10埋立て空間の確保

埋立重機等 2-01ハイブリット重機・2-02バイオマス由来燃料の使用・2-03クリーンエネルギー自動車

省エネ設備 2-04天然ガスｺｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ・2-05燃料電池・2-06ﾋｰﾄポンプ

屋上・跡地 2-07太陽光・2-08太陽熱・2-09風力・2-10バイオマス資源生産

浸出水等 2-11小水力・2-12温度差

埋立て物 2-13埋立ガス・メタン回収

早期安定化
3-01MBPｼｽﾃﾑ・3-02WOWｼｽﾃﾑ・3-03早期安定型処分ｼｽﾃﾑ・3-04洗い出し安定化促進技術・3-05ﾊﾞｲｵﾘｱｸﾀー型埋立地
3-06埋立層内汚濁物質探査技術・3-07後処理組込み型埋立ｼｽﾃﾑ

立地 3-08土砂崩壊保全・3-09洪水調整機能確保・3-10溜池機能確保

地域貢献 3-11熱源栽培・3-12熱源利用・3-13環境教育

跡地利用 3-14エネルギー施設・3-15エネルギー施設・3-16スポーツ公園・3-17その他施設

延命化既存処分場の利用

省ｴﾈﾙｷﾞｰ

地域還元

自然ｴﾈﾙｷﾞｰ

環境保全

機能の拡大

自
然
共
生
社
会
の
形
成

循
環
型
社
会
の
形
成

再生品利用

低
炭
素
社
会
の
形
成

NPO・LSCS研究協会平成22年度研究成果発表会 2011.5.31
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４．技術シートの例（循環型社会の形成）
NPO・LSCS研究協会平成22年度研究成果発表会 2011.5.31
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NPO・LSCS研究協会平成22年度研究成果発表会 2011.5.31



10

５．技術シートの例（低炭素社会の形成）
NPO・LSCS研究協会平成22年度研究成果発表会 2011.5.31
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NPO・LSCS研究協会平成22年度研究成果発表会 2011.5.31
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６．技術シートの例（自然共生社会の形成）
NPO・LSCS研究協会平成22年度研究成果発表会 2011.5.31
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NPO・LSCS研究協会平成22年度研究成果発表会 2011.5.31
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７．今後の課題

●持続可能な社会の構築へ向けた循環型社会、低炭素社会および自然共生社
会の形成に関連する機能を抽出し、関連技術について整理し、技術シートとし
てまとめた。

●今後は、宗像処分場等の関連した事例を調査し、問題点を再整理するとともに、
検討の対象とする地域を絞り込み、ハード面を入れた検討を行うことで、保管・
資源化機能を持った処分場実現の一助としたい。

●最終処分場を計画しようとする際に自治体等の担当者に参考としていただける
ように事例の調査及び追加等を行い印刷、製本できればと考えている。

NPO・LSCS研究協会平成22年度研究成果発表会 2011.5.31
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NPO 法人最終処分場技術システム研究協会

エコ処分場事例紹介

お問い合わせ先

パンフレットドラフトイメージ

民間 B 処分場

溶融飛灰をストックし、将来的な資源化を

考慮した保管型処分場玄界環境組合宗像清掃工場

埋立処分場隣接の中間処理施設

埋立廃棄物の減容化を行うとともに

焼却施設の余熱を有効利用し温室栽

培を行っている。

ご清聴ご清聴
ありがとうございました。ありがとうございました。

システム研究グループ

国内の最終処分場のシステムに関する研究分科会

NPO・LSCS研究協会平成22年度研究成果発表会 2011.5.31
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－平成22年度研究成果報告会－

Ⅰシステム研究グループ

海外の最終処分場に関する研究

報告日：2011年5月31日（木）

報告者： 則松

ﾎﾞﾙｸﾚｲ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ 則松 ◎ 日本環境工学 木塚

ｴｯｸｽ都市研究所 山口 ○ 個人会員 福本△

竹中土木 小嶋 個人会員 堀井△

ｼﾞｮｲﾝﾃｯｸｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ朴 建設技術研究所 古田△

応用地質 猪狩

分科会メンバー：9名 ◎主査 ○副主査 アドバイザー△
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１.研究活動項目
２.研究活動スケジュール
３.SLCとの共同研究について
4.海外処分場の技術的ニーズ調査について

発表目次
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１．研究活動項目

① SLCとの共同研究(嫌気好気切り替え実験)

・実験データの取得

・最終年度(4年間)のまとめ

② 海外処分場の技術的ニーズ調査

・東南アジアへのアンケート調査

・ベトナムの現状調査

・日本が技術のベトナムへの適応可能性の検討
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2．研究活動スケジュール

項目 21年度 22年度

SLC共同研究 実験データの取得

まとめ

海外処分場の技
術的ニーズ調査

アンケート調査

適応可能性の検討

まとめ



5

３．SLCとの共同研究

早期安定化早期安定化

嫌気状態嫌気状態

有機物有機物

難分解性有機物難分解性有機物

易分解性有機物易分解性有機物

無機物無機物

重金属重金属

その他化合物その他化合物

埋立廃棄物埋立廃棄物

分
解
分
解

ガ
ス
回
収

ガ
ス
回
収

ガス発電利用ガス発電利用

有機物有機物
難分解性有機物難分解性有機物

易分解性有機物易分解性有機物

有機物の低分子化有機物の低分子化
と有機物量の減少と有機物量の減少

好気状態好気状態

洗
出
洗
出

メタンガスメタンガス

洗
出
洗
出

送
気
・
分
解

送
気
・
分
解

＜共同研究イメージ＞
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３．SLCとの共同研究

韓国韓国
（嫌気性埋立）（嫌気性埋立）

SLCSLC

ガス回収技術ガス回収技術

日本日本
（準好気性埋立）（準好気性埋立）

LSCSLSCS

安定化技術安定化技術

既存埋立廃棄物への適用既存埋立廃棄物への適用 新規埋立廃棄物への応用新規埋立廃棄物への応用

廃棄物の早期安定化廃棄物の早期安定化CDMCDM事業への応用展開事業への応用展開

嫌
気
・
好
気
切
替
技
術

嫌
気
・
好
気
切
替
技
術

開発途上国での応用開発途上国での応用

＜成果の展開イメージ＞



7

＜SLC実験場での実験（カラム実験装置）＞
水分注入口

空気注入口

ガス排出口

砂利
土砂

廃棄物

20cm

50cm

50cm

センサー設置口

排出口

共同実験の実験室

•• 製作数量製作数量 : 6: 6個個
•• 材質材質 :: アクリルアクリル
•• 直径直径 : 150 mm: 150 mm
•• 総高さ総高さ: 1,200 mm: 1,200 mm
•• 厚み厚み : 5 mm: 5 mm
•• 下段流出口下段流出口 : 2: 2個個((バルブ設バルブ設))

•• センサー設置口センサー設置口 : 1: 1個個((直径直径 47.25 mm)47.25 mm)

３．SLCとの共同研究
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Component % in MSW Moisture(%) Ash(%) Combustible(%)

Plastic 39.42 6.65 11.73 81.62

Paper 38.07 25.05 15.66 59.29

Textile 5.20 4.20 14.94 80.86

Wood 2.04 12.75 9.46 77.79

Food 11.96 43.47 19.75 36.78

Non-combustible 2.31 - 100 -

Total 100 17.84 16.23 64.94

３．SLCとの共同研究(実験条件）

＜カラム実験に用いた埋立廃棄物の性状＞
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３．SLCとの共同研究(実験条件)

R1 R2 R3 R4 R5 R6

特徴 ｺﾝﾄﾛｰﾙ 再循環
浸出水
交換注

入
（中止）

浸出水交換
注入

間欠空気注
入

焼却灰

Waste type MSW MSW MSW MSW MSW Ash

Injection volume
(mL/day)

100 100 200 200 200 100

Recirculation × ○ ○ ○ ○ ○

Air injection × × × ×
Intermediat

e
Intermediate

※ R3，R5は、当初は降雨条件をR2の2倍としたが、運転に支障が発生したためR2と同じ条件とし

た。
※ R4は水分注入初期に廃棄物層を通じた排水が行われず、水分注入を中止。

＜カラム実験の実験条件＞
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３．SLCとの共同研究

＜今後の展開＞

①早期安定化技術とエネルギー生成回収技術
②これらを評価できるモニタリング技術
③廃棄物のエネルギー利用（転換）に関する研究

共同研究は終了

発展的研究実施の場合
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３．SLCとの共同研究(対外発表)

対外発表

・APLAS Sapporo2008で発表(LSCS）

・Sardinia 2009で発表(LSCS)

・ISWA Lisbon2009 で発表(SLC)

・APLAS Seoul2010で発表(LSCS)
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４．海外処分場の技術的ニーズ調査

＜研究目的＞

＜検討フロー＞

アンケー
トの実施

ベトナム現地調査
(国際委員会)

日本の廃棄
物処理歴史
のレビュー

ベトナムへ
の適応可能
性の検討

・東南アジアへの日本の各種技術供与の可能性を探るために、
東南アジアの廃棄物処理関連機関へのアンケートの実施した。

・また、MOUを締結したベトナムでの現状調査を実施した。そ

の得られた情報から、東南アジアの国が最も必要としている
項目を拾い出すことを目的とした。
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・国際委員会にてアンケートを作成

・内容は、その国の廃棄物処理の状況および問題点他について

例えば・・・

◆History of waste treatment

a. Are there any solid waste landfill? If yes, when did they start?

b. Are the solid waste being separately collected? If yes, when did it
start?

c. Are combustibles being incinerated? If yes, when did it start? And
what kind and size of incineration system?

d. Are the recyclable wastes being re-used? If yes, when did it start?

４．海外処分場の技術的ニーズ調査
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４．海外処分場の技術的ニーズ調査

・2010年1月14日にアンケートをメールにて送信

・おもに、大学、国の研究期間の研究者に送信

国名 人数

China 4

Korea 3

Thailand 2

Sri Lanka 2

Hong Kong 1

Viet Nam 1

Malaysia 1

Indonesia 1

Myanmar 1

合計 １６

回収率悪く分析
まで至らず
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４．海外処分場の技術的ニーズ調査

＜国際委員会によるベトナム調査 2010.5.18、2010.10.15＞

・埋立容量：約1,270万m3、9区画埋立
・埋立期間：2000年から2012年

NAMSON処分場
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４．海外処分場の技術的ニーズ調査

NAMSON処分場

浸出水処理施設 浸出水調整池

＜国際委員会によるベトナム調査 2010.5.18、2010.10.15＞
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４．海外処分場の技術的ニーズ調査

＜日本の廃棄物処理計画＞
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４．海外処分場の技術的ニーズ調査

＜ベトナムの経済成長率＞
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４．海外処分場の技術的ニーズ調査

＜アジア諸国の国内総生産＞
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４．海外処分場の技術的ニーズ調査

＜経済発展と廃棄物＞
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４．海外処分場の技術的ニーズ調査

＜ホーチミン市の廃棄物発生量＞
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・東南アジアの中でベトナムに焦点をしぼり、現地調査を
実施し関連情報を収集した。

・過去の日本の廃棄物処理の変遷をレビューし、過去の日
本とベトナムの類似点を探った。

・その結果、日本のごみ処理基本計画策定の方法論は多く
の点でベトナムの廃棄物処理の参考になるものと思われる。

・今後は、ベトナムが具体的に必要な技術を求めてくる時期
に、タイムリーに技術の提供が可能な体制を構築していく
必要がある。

４．海外処分場の技術的ニーズ調査

＜まとめ＞
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おわりおわり

ご清聴ありがとうございます。ご清聴ありがとうございます。



発展的処分場研究 1／21

最終処分場技術システム研究協会

平成２３年５月３１日

平成２２年度報告

システム研究 グ ルー プ

発展的最終処分場に関する
研究分科会
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発展的最終処分場に関する研究分科会委員

太陽工業㈱ ※H22度末のみ山 内 英 夫委 員

大成建設㈱ ※H21度升 本 俊 也委 員

昭和コンクリート工業㈱橘 修委 員

五洋建設㈱古賀大三郎委 員

㈱竹中土木小 嶋 平 三委 員

㈱大林組小 竹 茂 夫委 員

太陽工業㈱小 西 利 朗委 員

三ツ星ベルト㈱高 岡 克 樹委 員

八千代エンジニヤリング㈱松 本 良 二主 査

㈱不動テトラ一 丸 敏 則副 主 査

大成建設㈱ ※H22度鈴 木 学委 員

前田建設工業㈱田 島 直 毅委 員

太陽工業㈱石 田 正 利委 員

パシフィックコンサルタンツ㈱下村由次郎G リ ー ダ ー
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研究の背景・目的

ＣＳ処分場の
建設コスト高

研究の目的：

２テーマの具体的な埋立構造や埋立システムの研究

高リスク廃棄物の埋立
に対する住民反対

埋立物の再資源化
掘り起こしの困難性

背 景

造成規模を小さく、構造物量を少なくして

ＣＳ処分場のコストダウン

高リスク廃棄物や再資源化埋立物を分けて埋める
高リスク廃棄物を同じ区画に埋めリスク分散させない

２構造埋立処分場
リスクに応じた、または、掘り起こしが容易な

埋立構造を選択できる

アイデア

テーマ1：トレー型ユニット式処分場

テーマ2：ハイブリッド型処分場
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廃棄物運搬搬入路（端部）

勾配 i＝10% 車道幅4m

廃棄物運搬搬入路（一般部）

勾配 i＝10%

区画提（□-500×200）

シート保護用盛土

H=2.0m

移動式テント

幅50m×長さ60m

テント移動用レール

テント開口部シャッター

H4m×W4m

プレキャスト擁壁

平坦地に底の浅いトレー型の埋立地設置

造成規模が小さく、構造物量を最小限化でコストダウン

１．トレー型ユニット式処分場 ①
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Step .4 テント移動01

60.0m

20.0m

50.0m

20
0.

0m

１．トレー型ユニット式処分場 ②

被覆設備：
スパン50ｍ
×長さ60ｍ
×高さ13ｍ、
移動回数４回

スタンダードモデルの基本緒元
埋立容量：50,000ｍ3

埋立地形状：幅50ｍ×長さ200ｍ
貯留構造物高さ2.0～2.5ｍ

埋立完了形状：埋立盛土高さ9ｍ、法面高7ｍ、法面勾配1:1.8、
埋立地天端 幅21.8ｍ×長さ171.8ｍ＝面積3,745ｍ2

浸出水処理施設：11(ｍ3/日)
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１．トレー型ユニット式処分場 ③
貯留構造物：プレキャストコンクリート擁壁

工期短縮、高品質、設計簡略化

遮水工：二重遮水シート
埋立作業による破損防止のため、遮水工はプレキャ
スト擁壁の外側、底盤コンクリート下側に二重遮水
シートを敷設
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１．トレー型ユニット式処分場 ④

①敷地を平滑に敷均転圧し下地盤と
し、二重遮水シート(赤色)を敷設

②シート保護砂(茶色)を30cm敷き均し
転圧し、その上に均しコンクリート
(灰色)を打設

③均しコンクリート上にプレキャ
スト擁壁を設置し、遮水シートを
擁壁外側に立ち上げ天端で固定

④擁壁天端にテント基礎のＨ鋼を設置。
底盤に配筋し、コンクリートを打設
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１．トレー型ユニット式処分場 ⑤

メリット
平坦地に設置する一定構造で、標準設計化で信頼性も高く。
標準設計化やプレキャスト処分場化で、設計･施工期間の大幅
短縮、技術的信頼性の向上で設計･開発協議期間の短縮可。
外側遮水シートで、シート損傷リスクが極端に小さい。
浅い埋立地や外側シートのため掘り起こしが容易で、一時保
管利用も現実的。循環型社会に対応した最終処分場と言える。
災害ごみ発生時や、不法投棄対策時の緊急用として早期建設
が可能。漂着･漂流ごみのストックヤード、処理施設ヤードとし
ての活用も可能。
地上設置型の埋立地であるため、地下水位が高い場所や河川･
海岸に近い場所でも地下水対策がほとんど不要で建設が容易。
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１．トレー型ユニット式処分場 ⑤

まとめ
トレー型処分場は、中小規模の処分場を対象として
おり、国内の２／３の処分場をカバーできること。
災害時や不法投棄対策時の緊急用として、漂着･漂流
ごみ対策として活用可能であること。
一時保管や掘り起しが容易で循環型社会に対応した
処分場であることから、本研究は非常に有意義であっ
たと考える。
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【概要】

二つの形式の処分場を１つに組合せることで、リスクに応
じた埋立形式を選択することができる処分場として提案。

CS型（コンクリート躯体）＋ＯＰ型 → ハイブリッド型処分場

屋根付きor屋根無し

２．ハイブリッド型処分場 (1)
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２．ハイブリッド型処分場 (2)

【今期の研究内容】

上記、1～3のブラッシュアップ

6.ＰＲ用カタログの検討

テーマ①及び②

実現へ向けての研究

普及展開（カタログ）検討

平成22年度

1.アイデアの概要整理

2.ハイブリッド型の課題抽出

3.発展性検討

4.経済性評価

5.考察

テーマ①

実現へ向けての研究
平成21年度

検討内容研究テーマ研究年度
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２．ハイブリッド型処分場 (3)

【課題と対応策】

複合部の詳細構造の検討
２つの区画の接合部における遮水構造が複
雑で、弱点となりやすい。

⑤

コスト高をカバーするメリットの検討

トータルコストとして有利となる事項
の検討

コンクリート躯体を用いるため、ＯＰ型処分場
に比べコスト高の傾向となる。

④

制約をい受けにくい配置、構造形
式、立地の検討

基本構造として、Ｃｏ躯体をＯＰ区画の堤体と
して利用するため、立地の制約を受けやすい。

③

水処理の実施フローと散水管理方
法の検討

複数の区画にそれぞれ組成の異なる廃棄物
を埋め立てられるため、浸出水の原水が複数
となる。

②

具体的な利用法や運営方法の検
討

複数の構造・機能を有する処分場のため、多
様な利用方法や運営方法が考えられる。

①

検討事項課 題

発展性検討（利用方法・アイデア等）
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２．ハイブリッド型処分場 (4)

【Hb型処分場の特徴を活かした利用方法】

ＣＳ型区画の躯体の先行利用

（浸出水調整池、上部ストックヤードなど）
④跡地利用

安定化し易い廃棄物と、そうでない廃棄物を分離し
て安定化促進を早める埋立方法の検討

③安定化促進

将来、資源として活用するために、区画埋立で保管
的なＣＳ型区画の運用

②資源保管的利用

飛散リスクなど、よりリスクの高い廃棄物を高規格の
ＣＳ型区画へ埋立

①リスク管理

積雪地域における常時受入

気象条件（ｹﾞﾘｱ豪雨・台風）による常時受入
⑤常時受入型利用
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２．ハイブリッド型処分場 (5)

【資源保管庫的利用】

Ｃｏ区画

ＯＰ区画

分類 Ａ 分類 Ｂ 分類 Ｃ

屋寝付Ｃｏ区

画

昨年度は、コンクリート区画毎に保管品目を分け、リサイクルを行い易い利
用を考えた。

一歩進んで・・・ ３つの構造形式（屋寝付Co区画、Co区画、OP区画）を組合

せ、リサイクルまでの保管期間の長さにより分離埋立を行う。

レアメタル回収

資材、燃料、セメント

セメント、金属回収

リサイクル方法

不燃破砕物等未設定OP区画

溶融スラグ、廃プラ、焼却灰中期・長期Co区画

焼却灰、飛灰、溶融飛灰短期屋寝付Co区画

埋立物（保管物）保管期間分 類

※特に、ＯＰ区画の埋立物はコストメリットが出るまでの長期保管となる。
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２．ハイブリッド型処分場 (6)

【常時受入型利用】
気象条件によって処分場の継続的利用が不可能となる場合がある。

①積雪時期の運用

搬入停止 積雪

廃 棄 物

【ＣＳ区画】 【ＯＰ区画】

水処理施設
ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰした浸出水

浸出水調整槽

予備調整槽

として活用

【ＣＳ区画】 【ＯＰ区画】

廃棄物

ゲリラ豪雨等

放流

②ゲリラ豪雨時の運用

積雪期間はＣＳ区画へ埋立る
ことでＯＰ区画の除雪を軽減。

想定外の降雨に対して、未使用のＣｏ区画を予備調整槽として利
用し、内部貯留を防止して継続的な埋立が可能。
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２．ハイブリッド型処分場 (7)

【散水方法について】

水処理設備の処理能力はOP区画の面積により決定される。

浸出水処理設

【Co区画】 【OP区画】

浸出水調整槽

散水設備

自然降雨

放流

１次処理

2次処理

貯留槽

浸出水

浸出水

一次処理水をCo区画（屋寝付）に散水することで散水量を多く設定で

き、安定化の期間を短縮できる。

処理フローを一次処理と二次処理に分け、共有化してコスト削減を図
る。
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２．ハイブリッド型処分場 (8)

【適用アイデア①】

■平地での配置計画（案）

平 面 図

断 面 図

ＣＳ区画

ＯＰ区画

ＯＰ区画

廃棄物

ＣＳ区画

増設分

■増設時の適用（案）

山側拡張部の土留めとして躯
体を利用

狭い敷地で増設容量確保

覆蓋設備
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２．ハイブリッド型処分場 (9)

【適用アイデア②】
不適正処分場などの適正化事業において、掘り起こしによる選別・減容化等
により処分場の再生化を図る場合。

廃棄物

Ｈｂ型の整備
既設の不適正処分

場

選 別

掘削

中間処理施設

焼却灰 不燃物等

遮水シート等再整備

STEP１

前面部にＨｂ型を先行して整備
する。

STEP２

既設処分場の廃棄物を掘削・選
別・中間処理する。
中間処理により生じた焼却灰や
不燃物はＨｂ型に埋め立てる。

STEP３

既設部の廃棄物撤去後、遮水
シート及び集排水管の再整備を
行う。
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２．ハイブリッド型処分場 (10)

【ＰＲカタログ】

発展的処分場研究ＷＧ :

特定非営利活動法人 最終処分場技術システム研究協会 （NPO LSCS研） http://www.npo-lsa.jp/index.html

〒108-0074 東京都港区高輪3-23-14 TEL：03(3280)5970 FAX：03(3280)5973

八千代エンジニヤリング、不動テトラ、大林組、五洋建設、昭和コンクリート工業、大成建設、太陽工業、竹中土木、
中外テクノス、前田建設工業、三ツ星ベルト

不燃残渣類

中間覆土(透水性）

焼却灰等

少量散水

覆蓋

自然降雨

活 用 の 提 案

搬入停止 積雪

廃 棄 物

【ＣＳ区画】 【ＯＰ区画】

水処理施設
ｵｰﾊﾞー ﾌﾛｰした浸出水

浸出水調整槽

予備調整槽
として活用

【ＣＳ区画】 【ＯＰ区画】

廃棄物

ゲリラ豪雨等

放流

最終覆土

焼却灰等

散水増

覆蓋

安定化済み

（透水制御）

雨水排水

雨水排水

安 定 化 促 進

【ＣＳ区画】 【ＯＰ区画】 【ＣＳ区画】 【ＯＰ区画】

保 管 庫 的 利 用

増 設 時 の 整 備 案

継 続 的 埋 立

ＯＰ区画安定化期 ＣＳ区画安定化促進期

【ＣＳ区画】 【ＯＰ区画】【Ｃｏ区画】

焼却灰等 廃プラ・スラグ等

不燃物残渣等

冬期積雪時の継続的受入（除雪の軽減） ゲリラ豪雨時の内部貯留の防止対策

廃棄物 廃棄物

ＣＳ区画

増設分

既存埋立処分場の容量限界 上流側にＣｏ躯体を設置して増設

不 燃残 渣など の安定 化が容 易な 廃棄物 をＯＰ区 画に 埋立、先に安 定化 を済ませ る。そ

の 後、Ｏ Ｐ区画の 制御 キャッ ピン グによ り雨水 浸透を 抑制す るこ とで得ら れた水 処理

能 力の 余力を ＣＳ 区画の散 水に 活用し て全体 とし て早期に 安定 化を図 る。

リサイクルのしやすさや、周辺環境へのリスクを考慮して、廃棄物をＣＳ区画、Ｃｏ

区画、ＯＰ区画に分離して埋立る。特に、ＣＳ区画やＣｏ区画は掘削が行い易く、何

度も活用が可能となる。

地 域特 性や 近年の ゲリ ラ豪雨対 策と して、Ｈｂ型 の特 徴を活 かした 運営に より 継続的

な 廃棄 物の埋 立管理 を行う 。

既 存の 埋立処 分場が 一杯に なり 、次 期計画 用地を確 保す るまで の期 間の容量 を確保 す

る ため などの ため、増設に より対 処す ること があ る。そ の場合 、拡 幅部の切 土法面 の

保 護と してＣ ｏ躯体 を利用 した Ｈｂ型 を採用す るこ とで、限 られた 敷地でよ り多く の

容 量を確 保でき る。

注釈） Ｈｂ型：ハイブリッド型処分場の略
ＯＰ：オープン型処分場の略

ＣＳ：クローズドシステム処分場の略
Ｃｏ：コンクリート躯体の略

発展的処分場研究ＷＧ

ハイブリッド型処分場システム

開 発 の 背 景

イ メ ー ジ

概 要

全景イメージ図 背面イメージ図

リ サイ クル の 推進 とし て、 廃 棄物 の処 理シ ス テム は多 様化 し てき てい ます 。

そ のよ うな 動向 の なか 、廃棄 物 をリ スク に応 じ て区画 埋 立を 行っ たり 、あ るい は複 数の 処 分場 を

建 設し て分 離埋 立 を行 う傾 向 が見 られ ます 。ま た、リス ク の高 い焼 却灰 が 住民 の反 対な ど によ り

受 入品 目か ら 除外 され たり 、 処分 場の 立地 自 体が困 難 とな るケ ース も 見受 けら れ ます 。そ こで 、

リ スク に応 じた 埋 立を 容易 に 実施 した り、埋 立 廃棄 物を 将来 の資 源と し て位 置づ け、保 管 庫的 に

活 用す るこ と も検討 で きる もの とし て ハイ ブリ ッド 型処 分場 を 開発 しま した 。

ＯＰ区画

ＯＰ区画

コ ンク リー ト 躯体 製の 処 分場（ 屋寝 付 きも 含む ）を 一般 的 な造 成に よ るオ ープ ン形 式 の処 分場 の

堤 体と して 利 用し 、２ つの 構 造形 式の 処分 場を １ つに 集 約し た処 分場 です 。

こ れに より 、リス クの 高 い焼 却灰 など の 廃棄 物を 住 民に とっ て信 頼 度の 高い コ ンク リー ト躯 体製

の 処分 場に 埋 立て 、そ のほ かの 破 砕残 渣な どは オ ープ ン形 式 の処 分場 に 埋立 る など に より、廃 棄

物 のリ スク に 応じ た埋 立 処分 が可 能と な り、経 済 的で 信頼 性 の高 い処 分 場運 営が 図ら れ ます 。コ

ン クリ ート 躯 体製 の処 分 場に つい ては 、屋寝 設備 に より クロ ー ズド 化す る こと で更 に環 境 リス ク

を 軽減 でき る とと もに 、 安定 化促 進 （内 部環 境 ）を コン トロ ー ルす るこ と も可 能で す 。

い ろい ろな 地形 に配 置も で きま す。

山 間 谷 地 地 形 配 置

平 坦 地 地 形 配 置

鳥瞰イメージ図

覆蓋設備

断面図

平面図

Ｃｏ区画

覆蓋設備
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２．ハイブリッド型処分場 (11)

【まとめ】

これまで、Ｈｂ型処分場に関して、以下の項目について検討した。

 Ｈｂ型処分場の有用性

 適用のためのアイデア（運用方法や配置など）

 トータルコストとしての経済性評価

 適用のためのＰＲ用カタログの作成

以上のような検討により一定の情報提供ができたと考える。
今後は実際の事業でＨｂ型処分場が検討されることを願いた
い。
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ありがとうございました！

発展的最終処分場に関する研究分科会


